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歴
史
を
紐
解
く

　
南
北
朝
と
足
利
政
権　

  

そ
の
確
執
は
東
国
を
戦
乱
の
巷
に
！

　

後
醍
醐
天
皇
の
復
帰

　

東
国
で
は
、
新
田
義
貞
に
よ
っ
て
幕
府
軍
は
壊
滅
し
、
都
の
出
先
機
関
だ
っ
た
六
波
羅
探
題
は
消
滅
し

た
。
後
醍
醐
は
京
都
に
戻
り
、
念
願
が
叶
っ
て
天
皇
自
ら
の
政
治
＝
親
政
を
再
開
し
た
。
天
皇
の
新
政
策

は「
建
武
の
新
政
」と
い
わ
れ
る
。
元
弘
三
年（
１
３
３
３
）六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
翌
年
年
号
は「
建

武
」
と
改
め
ら
れ
た
の
で
、
建
武
を
冠
し
た
新
政
と
呼
ば
れ
る
。

　

改
元
に
よ
っ
て
年
号
は
交
錯
す
る

　

元
徳
三
年
（
１
３
３
１
）
に
遡
り
、
改
元
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
く
。

　

後
醍
醐
天
皇
を
中
心
と
す
る
倒
幕
計
画
が
発
覚
し
、
八
月
、
幕
府
に
よ
る
厳
し
い
追
及
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
と
き
後
醍
醐
は
「
元
徳
」
か
ら
「
元
弘
」
へ
と
改
元
し
て
武
家
政
権
に
詔
書
を
下
す
。
だ
が
幕
府
は

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
65
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
65
号
（�0�4/7/5

発
行
）
の
電
子
版
と

し
て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
れ
を
認
め
ず「
元
徳
」を
使
い
続
け
た
が
、鎌
倉
政
権
が
滅
亡
に
至
る
ま
で
争
っ
た
戦
乱
は
、「
元
弘
の
乱
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

後
醍
醐
は
、
比
叡
山
に
向
か
う
と
見
せ
か
け
て
山
城
国
笠
置
山
で
挙
兵
し
た
が
武
家
政
権
に
捕
え
ら
れ

る
。
九
月
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子
が
皇
位
を
継
承
し
、
光こ

う

厳ご
ん

天
皇
（
の
ち
南
朝
が
樹
立
さ
れ
る
と
、「
北

朝
」
初
代
の
天
皇
）
が
即
位
す
る
。
光
厳
天
皇
は
、持
明
院
統
の
後
伏
見
天
皇
の
第
三
皇
子
、量か

ず

仁ひ
と

親
王
で
、

後
伏
見
上
皇
が
院
政
を
行
な
う
。
こ
の
と
き
皇
太
子
に
は
邦
良
親
王
（
後
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子
）
の
嫡
男

康や
す

仁ひ
と

親
王
が
立
て
ら
れ
た
の
で
、
両

り
ょ
う

統と
う

迭て
つ

立り
つ

（
二
つ
に
分
裂
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
家
系
か
ら
、
交
互
に
君
主
を

即
位
さ
せ
る
こ
と
）
の
原
則
は
維
持
さ
れ
た
。

　

十
月
、
後
醍
醐
天
皇
は
廃
さ
れ
、
翌
年
の
元
弘
二
年
（
１
３
３
２
）
四
月
、
光
厳
天
皇
は
「
正
慶
」
に

改
元
し
た
の
で
、
後
醍
醐
が
都
に
復
帰
す
る
ま
で
年
号
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
年
号

の
重
複
は
、
二
つ
の
朝
廷
が
共
存
す
る
「
南
北
朝
時
代
」
へ
と
続
く
。

　

自
ら
の
廃
位
を
否
定
し
て
・
・
・

　

北
条
氏
の
六
波
羅
探
題
が
消
滅
し
、
元
弘
三
年
／
正
慶
二
年
六
月
、
京
都
に
帰
還
し
て
内
裏
に
入
っ
た

後
醍
醐
天
皇
は
、
光
厳
天
皇
の
皇
位
を
否
定
、
光
厳
朝
で
行
な
わ
れ
た
人
事
を
全
て
無
効
に
す
る
。
ま
た

自
ら
の
「
廃
位
」
と
「
復
位
」
を
否
定
、
文
保
二
年
（
１
３
１
８
）
か
ら
継
続
し
て
在
位
し
て
い
た
と
主

張
し
た
。

　

摂
政
・
関
白
を
廃
し
て
親
政
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
た
、
持
明
院
統
の
み
な
ら
ず
、
大
覚
寺
統
の
嫡
流
で
あ

る
邦
良
親
王
の
遺
児
た
ち
を
も
皇
位
継
承
か
ら
外
し
、
本
来
傍
流
で
あ
っ
た
筈
の
自
分
の
皇
子
恒つ

ね

良よ
し

（
「
つ
ね

な
が
」
と
も
）
親
王
を
皇
太
子
に
立
て
、
父
の
遺
言
を
反ほ

故ご

に
し

て
自
ら
の
子
孫
に
よ
り
皇
統
を
独
占
す
る
意
思
を
明
確
に
し
た
。

　

後
醍
醐
の
新
政
に
よ
っ
て
・
・
・

　

足
利
高
氏
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
勲
功
を
認
め
ら
れ
て
従
四
位

下
に
叙
さ
れ
、
鎮
守
府
将
軍
・
左さ

ひ

兵ょ
う

衛え
の

督か
み

（
兵
衛
府
の
長
官
）
に

任
じ
ら
れ
て
三
十
箇
所
の
所
領
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の

と
き
、
天
皇
の
諱い

み
な「

尊
治
」
か
ら
一
字
が
与
え
ら
れ
、「
高
氏
」

の
名
前
を
「
尊
氏
」
と
改
め
た
。

　
「
高
氏
」
と
い
う
元
の
名
前
は
、
嘉
元
三
年
（
１
３
０
５
）
足

利
貞
氏
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
と
き
、足
利
家
の
慣
例
に
従
っ

絹
本
著
色 

後
醍
醐
天
皇
御
像 

（
国
宝
）

       

清
浄
光
寺
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
蔵
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て
、
得と

く

宗そ
う

・
北
条
高
時
の
偏へ

ん

諱き

（
功
績
の
あ
っ
た
臣
下
な
ど
に
自
分
の
名
の
一
字
を
与
え
る
）
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。

　

一
方
、
足
利
家
の
執
事
、
高

こ
う
の

師も
ろ

直な
お

と
そ
の
弟
・
師
泰
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
家
臣
が
政
権
に
送
り
込

ま
れ
た
。

　

建
武
政
府
の
機
構

　

天
皇
の
親
政
に
よ
っ
て
、
旧
領
回
復
令
、
寺
領
没
収
令
な
ど
が
発
布
さ
れ
、
記
録
所
、
恩
賞
方
が
設
置

さ
れ
、
九
月
に
は
雑
訴
決
断
所
が
つ
く
ら
れ
る
。

　

建
武
の
新
政
が
始
ま
る
と
、
ま
だ
幼
か
っ
た
第
七
皇
子
の
義よ

し

良の
り

（「
よ
し
な
が
」、
と
も
読
む
）
親
王
は
、

東
北
地
方
（
陸
奥
及
び
出
羽
の
二
国
）
と
北
関
東
を
統
括
し
て
陸
奥
将
軍
府
を
成
立
す
る
た
め
、
北
畠
親ち

か

房ふ
さ

・
顕あ

き

家い
え

父
子
に
奉
じ
ら
れ
て
奥
州
多
賀
城
へ
と
向
か
う
。
北
畠
親
房
は
村
上
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
名
門

に
生
ま
れ
、
公
卿
に
昇
進
し
て
後
醍
醐
天
皇
の
篤
い
信
任
を
得
た
。
内
大
臣
と
な
っ
て
恩
賞
方
や
雑
訴
決

断
所
の
頭と

う

人に
ん

を
任
さ
れ
た
吉
田
定さ

だ

房ふ
さ

、
同
じ
く
雑
訴
決
断
所
の
頭
人
を
務
め
た
万ま

で
の里

小こ
う
じ路

宣の
ぶ

房ふ
さ

と
合
わ
せ

て
「
後
の
三
房
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

一
方
、
尊
氏
の
弟
の
直た

だ

義よ
し

は
、
建
武
の
新
政
で
左さ

馬ま
の

頭か
み

に
任
じ
ら
れ
、
鎌
倉
府
将
軍
成な

り

良よ
し

（「
な
り
な
が
」

と
も
）
親
王
を
奉
じ
て
鎌
倉
に
駐
屯
す
る
（
鎌
倉
将
軍
府
の
成
立
）。

　

年
号
が
「
建
武
」
と
定
め
ら
れ
、
建
武
元
年
（
１
３
３
４
）
の
正
月
に
は
、
立
太
子
の
儀
が
行
な
わ
れ

て
後
醍
醐
皇
子
の
恒
良
親
王
が
皇
太
子
と
な
っ
た
。

　

建
武
の
新
政
の
混
乱

　

天
皇
専
制
を
目
指
す
「
建
武
の
親
政
」
は
意
欲
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
性
急
な
改
革
、
恩
賞
の
不
公
平
、

朝
令
暮
改
を
繰
り
返
す
法
令
や
政
策
の
た
め
、
貴
族
・
大
寺
社
か
ら
武
士
に
い
た
る
広
範
な
勢
力
の
既
得

権
が
侵
害
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
訴
訟
や
恩
賞
請
求
が
殺
到
し
た
。
そ
れ
ら
へ
の
対
応
の
不
備
、
増
税
を
財

源
と
す
る
大
内
裏
建
設
や
紙
幣
発
行
計
画
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
経
済
政
策
は
、
政
権
批
判
へ
と
繋
が
っ

て
い
っ
た
。

　

武
士
勢
力
の
不
満
が
大
き
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、公
家
達
の
多
く
も
政
権
に
冷
や
や
か
な
態
度
を
と
り
、

八
月
こ
ろ
、
新
政
下
の
混
乱
し
た
世
相
を
風
刺
す
る
二
条
河
原
落
書
が
現
わ
れ
る
。
そ
の
無
能
振
り
が
批

判
さ
れ
た
。

　

六
波
羅
探
題
の
攻
撃
で
戦
功
を
挙
げ
た
護も

り

良よ
し

（「
も
り
な
が
」
と
も
）
親
王
は
、
建
武
の
新
政
で
征
夷
大

将
軍
、
兵
部
卿
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
討
幕
の
功
労
者
足
利
尊
氏
と
は
相
容
れ
ず
、
尊
氏
を
牽
制
す
る
。
ま

た
、
後
醍
醐
天
皇
と
も
反
目
し
た
た
め
、
征
夷
大
将
軍
の
職
を
解
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
皇
位
簒さ

ん

奪だ
つ

（
奪
取
）

を
企
て
た
と
し
て
捕
え
ら
れ
る
。
護
良
は
同
年
の
冬
、鎌
倉
に
配
流
さ
れ
、つ
い
に
鎌
倉
の
将
軍
府
に
あ
っ
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た
尊
氏
の
弟
直
義
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
。

　

武
士
に
対
す
る
恩
賞
は
・
・
・

　

建
武
の
新
政
で
の
恩
賞
や
土
地
の
所
有
権
確
定
は
綸
旨
第
一
主
義
、
つ
ま
り
天
皇
の
決
定
を
記
し
た
文

書
が
最
優
先
で
、
過
去
の
経
緯
な
ど
は
軽
視
、
ま
た
は
無
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
公
家
・
寺
社
と
比
べ

る
と
、
武
士
に
対
す
る
恩
賞
は
公
正
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

　

新
政
の
瓦
解

　

朝
廷
が
武
士
の
要
求
に
対
し
て
応
え
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
朝
廷
に
は
従
わ
ず
、
彼
ら
の
利
害
に
適
う
新

し
い
機
構
を
望
む
事
態
と
な
る
。
武
家
政
権
を
復
活
し
た
い
、
但
し
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
鎌
倉
政
権
の
中

枢
だ
っ
た
、
得
宗
を
中
心
と
す
る
北
条
氏
の
一
門
を
主
と
す
る
の
で
は
な
い
。
北
条
の
御み

内う
ち

人び
と

と
い
え
ど

も
、
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
生
き
残
っ
た
武
家
の
期
待
は
、
今
や
棟
梁
と
な
っ
た
足
利
尊

氏
へ
と
向
か
い
、
高
ま
っ
て
行
っ
た
。
彼
は
つ
い
に
、
建
武
の
新
政
権
に
反
旗
を
翻
す
。

　

中
先
代
の
戦
い

　

建
武
二
年
（
１
３
３
５
）
七
月
、
信
濃
国
で
、
北
条
高
時
の
遺
児
、
時
行
を
擁
立
し
た
北
条
氏
残
党
の

反
乱
が
起
こ
っ
て
、
時
行
の
軍
勢
は
鎌
倉
を
一
時
占
拠
す
る
（
中な

か

先
代
の
乱
。「
中
先
代
」
と
は
、
先
代
の

北
条
氏
と
後
代
の
足
利
氏
と
の
間
の
意
）。
直
義
は
鎌
倉
を
脱
出
し
た
が
、
そ
の
と
き
、
独
断
で
護
良
を
殺

害
し
た
。
一
方
、
尊
氏
は
後
醍
醐
天
皇
に
征
夷
大
将
軍
の
官
職
を
望
ん
だ
が
許
さ
れ
ず
、
八
月
、
天
皇
の

許
可
を
得
な
い
ま
ま
尊
氏
は
、
軍
勢
を
率
い
て
鎌
倉
に
向
か
う
。
後
醍
醐
は
、
已
む
な
く
尊
氏
に
征
東
将

軍
の
号
を
与
え
た
の
で
、
尊
氏
は
直
義
の
軍
勢
と
合
流
し
て
、
相
模
国
箱
根
、
相
模
川
の
戦
い
で
時
行
を

駆
逐
し
、
鎌
倉
を
奪
回
し
た
。

　

天
皇
に
叛
旗
を
・
・
・

　

尊
氏
は
そ
の
ま
ま
鎌
倉
に
本
拠
を
置
い
て
独
自
に
恩
賞
を
与
え
、
上
洛
の
命
令
を
も
拒
ん
で
、
独
自
の

武
家
政
権
を
創
始
す
る
動
き
を
見
せ
始
め
る
。
十
一
月
、
尊
氏
は
新
田
義
貞
を
君く

ん

側そ
く

の
奸か

ん
（
悪
い
家
臣
）

と
し
て
、
そ
の
討
伐
を
後
醍
醐
に
要
請
す
る
が
、
天
皇
は
逆
に
義
貞
に
対
し
て
、
彼
が
奉
ず
る
尊た

か

良よ
し

（「
た

か
な
が
」
と
も
）
親
王
と
と
も
に
、
尊
氏
を
討
伐
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　

一
方
、
義
良
親
王
を
奉
じ
て
陸
奥
国
に
下
向
し
、
鎮
守
府
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
北
畠
顕
家
が
奥
州
か
ら

南
下
を
始
め
た
。
そ
こ
で
尊
氏
は
後
醍
醐
と
の
関
係
を
修
復
す
る
挙
に
出
た
。
赦
免
を
求
め
て
隠
居
を
宣

言
し
、
寺
に
籠
っ
て
断
髪
し
た
が
、
尊
氏
の
側
近
で
あ
っ
た
高
師
直
や
、
弟
の
直
義
な
ど
、
足
利
方
が
各

地
で
劣
勢
と
な
っ
て
、
彼
ら
を
救
う
た
め
、
尊
氏
は
一
転
し
て
天
皇
に
叛
く
こ
と
を
決
意
す
る
。
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都
奪
還
を
図
る
。

　

二
月
、
摂
津
国
「
豊
島
河
原
（
現
・
大
阪
府
箕
面
市
／
池
田
市
）

の
戦
い
」
で
、
後
醍
醐
側
の
新
田
義
貞
、
北
畠
顕
家
た
ち
と

争
う
。『
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
足
利
直
義
が
率
い
る
十
六
万

の
軍
勢
と
、
新
田
・
北
畠
軍
約
十
万
が
対
峙
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
合
戦
に
見
切
り
を
つ
け
た
尊
氏
は
、
京
都
を
放
棄

し
て
九
州
に
下
っ
た
。

　

九
州
に
下
っ
て
再
び
都
へ

　

西
下
し
た
尊
氏
は
、
筑
前
国
で
宗む

な

像か
た

氏う
じ

範の
り

の
支
援
を
受
け
、「
多
々
良
浜
（
現
・
福
岡
市
東
区
）
の
戦
い
」

で
天
皇
方
の
菊
池
武
敏
ら
を
破
る
。
勢
力
を
立
て
直
し
た
尊
氏
は
、
都
に
向
か
う
途
中
、
光
厳
上
皇
の
院

宣
を
得
、西
国
の
武
士
を
急
速
に
傘
下
に
集
め
て
東
上
し
た
。
五
月
の「
湊
川（
摂
津
国
湊
川
は
現
・
神
戸
市
）

の
戦
い
」
で
新
田
義
貞
・
楠
木
正
成
の
軍
を
破
り
、
六
月
に
は
京
都
を
再
び
制
圧
す
る
。
楠
木
正
成
は
こ

の
と
き
自
害
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
二
月
、
建
武
か
ら
延
元
に
改
元
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
戦
い
は
、「
延

元
の
乱
」
と
い
わ
れ
る
）。

　

一
方
、
義
良
親
王
を
奉
じ
て
陸
奥
国
に
下
向
し
、
鎮
守
府

将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
北
畠
顕
家
が
奥
州
か
ら
南
下
を
始
め
る
。

そ
こ
で
尊
氏
は
後
醍
醐
と
の
関
係
を
修
復
す
る
挙
に
出
た
。

赦
免
を
求
め
て
隠
居
を
宣
言
し
、
寺
に
籠
っ
て
断
髪
し
た
が
、

尊
氏
の
側
近
で
あ
っ
た
高
師
直
や
弟
の
直
義
な
ど
、
足
利
方

が
各
地
で
劣
勢
と
な
っ
た
の
で
、
彼
ら
を
救
う
た
め
、
尊
氏

は
一
転
し
て
天
皇
に
叛
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

　

足
利
尊
氏
は
都
に
の
ぼ
る

　

十
二
月
、尊
氏
は
新
田
軍
を
箱
根
・
竹
ノ
下
の
戦
い
で
破
り
、

京
都
に
向
か
っ
て
進
軍
を
始
め
る
。
建
武
三
年
（
１
３
３
６
）

正
月
、
尊
氏
は
入
京
を
果
た
し
、
後
醍
醐
天
皇
は
比
叡
山
へ

退
く
。
し
か
し
、
奥
州
の
兵
を
引
き
連
れ
、
わ
ず
か
十
六
日

と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
つ
け
た
北
畠
顕
家
の
軍

勢
と
、
楠
木
正
成
・
新
田
義
貞
の
攻
勢
に
曝
さ
れ
、
敗
れ
た

尊
氏
は
篠し

の

村む
ら

八
幡
宮
（
現
・
京
都
府
亀
岡
市
）
に
撤
退
し
て
京

　

足
利
尊
氏
の
出し

ゅ

自つ
じ

　

平
安
時
代
後
期
の
こ
と
に
な
る
。
河
内
源
氏
の

棟
梁
、
源
義
家
（
八
幡
太
郎
義
家
）
の
四
男
・
源

義
国
は
、
下
野
国
足
利
荘
（
栃
木
県
足
利
市
）
を

領
し
て
本ほ

ん

貫が
ん（

氏
族
発
祥
の
地
）
と
し
た
。
次
男
・

源
義
康
以
降
の
子
孫
が
足
利
氏
を
称
し
、
長
男
は

新
田
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
の
ち
に
尊
氏
と
激
し
く

争
っ
た
新
田
義
貞
と
は
同
祖
の
関
係
な
の
で
、
両

者
の
出
会
い
は
運
命
的
だ
っ
た
。
尊
氏
は
、
鎌
倉

時
代
後
期
、
幕
府
の
御
家
人
と
な
っ
た
足
利
貞
氏

の
次
男
と
し
て
、
嘉
元
三
年
（�305

）
七
月
廿

七
日
に
生
ま
れ
た
。

伝
足
利
尊
氏
像

     

浄
土
寺
蔵
（
広
島
県
尾
道
市
）
蔵
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南
朝
方
の
新
田
義
貞
は
北
陸
へ

　

そ
の
年
の
五
月
に
遡
る
。「
湊
川
の
戦
い
」
で
北
朝
方
に
敗
北
し
た
南
朝
方
は
比
叡
山
に
逃
れ
た
。
こ

の
と
き
新
田
義
貞
と
弟
の
脇
屋
義
助
は
、
後
醍
醐
の
二
人
の
皇
子
、
恒
良
親
王
と
尊た

か

良よ
し

（「
た
か
な
が
」
と

も
）
親
王
ら
を
伴
っ
て
下
山
し
、
北
陸
を
目
指
す
。

　

寒
中
の
木
の
芽
峠
越
え
で
は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
十
月
、
越
前
国
金
ヶ
崎
城
（
現
・
福
井
県

敦
賀
市
）
に
入
城
し
た
。
し
か
し
、
義
貞
が
入
城
し
た
直
後
、
越
前
国
守
護
、
斯し

ば
 波

高た
か

経つ
ね

の
率
い
る
北
朝

方
に
城
を
包
囲
さ
れ
る
。
高
経
は
守
り
の
堅
い
金
ヶ
崎
城
を
兵
糧
攻
め
に
し
た
が
、
翌
、
延
元
二
年
／
建

武
四
年
（
１
３
３
７
）、
尊
氏
は
高
師
泰
を
大
将
、
各
国
の
守
護
を
派
遣
し
て
金
ヶ
崎
城
を
激
し
く
攻
め

立
て
る
。
義
貞
ら
は
援
軍
を
求
め
る
た
め
、
二
人
の
皇
子
と
新
田
義
顕
ら
を
残
し
、
兵
糧
の
尽
き
た
金
ヶ

崎
城
を
脱
出
し
た
。

　

三
月
、
北
朝
方
は
金
ヶ
崎
城
に
攻
め
込
む
。
兵
糧
攻
め
に
よ
る
飢
餓
と
疲
労
の
た
め
、
城
兵
は
次
々
に

討
ち
取
ら
れ
、
つ
い
に
落
城
す
る
。
尊
良
親
王
・
新
田
義
顕
は
自
害
し
、
恒
良
親
王
は
北
朝
方
に
捕
縛
さ

れ
た
。

　

足
利
氏
の
武
家
政
権
が
発
足

　

八
月
、
後
伏
見
天
皇
の
皇
子
、
豊ゆ

た

仁ひ
と

親
王
が
、
光
厳
上
皇
の
院
宣
に
よ
り
即
位
し
た
（
北
朝
二
代
の
光こ

う

明み
ょ
う

天
皇
）。
足
利
氏
は
、
比
叡
山
に
逃
れ
て
い
た
後
醍
醐
に
和
議
を
申
し
入
れ
、
こ
れ
に
応
じ
た
天
皇
は
、

延
元
元
年
（
南
朝
）
／
建
武
三
年
（
１
３
３
６
）
十
一
月
、
光
明
天
皇
に
神
器
を
譲
っ
た
。

　

尊
氏
は
、
そ
の
直
後
に
「
建
武
式
目
」
十
七
条
を
定
め
て
政
権
の
基
本
方
針
を
示
し
、
新
た
な
武
家
政

権
の
成
立
を
宣
言
す
る
。
源
頼
朝
と
同
じ
く
権ご

ん

大だ
い

納な
ご
ん言

に
任
じ
ら
れ
、
自
ら
を
「
鎌
倉
殿
」
と
称
し
た
。

こ
の
と
き
、
足
利
氏
の
武
家
政
権
は
事
実
上
発
足
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

南
朝
の
成
立
／
南
北
朝
の
併
立

　

一
方
、後
醍
醐
は
十
二
月
に
京
を
脱
出
し
て
吉
野
（
現
・
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
）
に
逃
れ
、光
明
に
譲
っ

た
三
種
の
神
器
は
偽
物
で
あ
り
、
自
ら
が
帯
同
し
た
も
の
が
本
物
で
あ
る
と
称
し
て
独
自
の
朝
廷
を
樹
立

し
た
。

　

京
都
の
南
に
当
た
る
吉
野
に
拠
点
を
設
け
た
た
め
「
南
朝
」
と
呼
ば
れ
、
対
し
て
京
都
に
残
さ
れ
た
朝

廷
は
「
北
朝
」
と
し
て
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
記
録
に
も
「
南
朝
」
は
「
南
方
」
と
も
呼
ば
れ
、

近
世
以
来
、
何
れ
が
正
統
か
が
議
論
さ
れ
た
。
明
治
時
代
と
な
り
、
皇
室
は
南
朝
が
正
統
と
さ
れ
た
。
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て
都
か
ら
九
州
落
ち
す
る
と
再
び
奥
州
に
赴
く
が
、
延
元
二
年
／
建
武
四
年
、
多
賀
城
が
襲
撃
さ
れ
て
危

険
と
な
り
、霊

り
ょ
う

山ぜ
ん

（
現
・
福
島
県
伊
達
市
／
相
馬
市
）
に
難
を
避
け
る
。
八
月
、再
度
上
洛
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

北
畠
顕
家
は
力
尽
き
て
・
・
・

　

後
醍
醐
の
命
を
受
け
た
顕
家
は
、
親
王
を
奉
じ
て
南
下
し
、
足
利
方
と
戦
っ
て
、
十
二
月
、
鎌
倉
を
攻

略
す
る
。
こ
の
と
き
、
幼
い
義よ

し

詮あ
き
ら（

尊
氏
の
嫡
男
）
を
補
佐
す
る
た
め
関
東
執
事
に
任
命
さ
れ
て
い
た
斯

波
家
長
が
討
ち
取
ら
れ
た
。
翌
年
の
延
元
三
年
（
１
３
３
８
）
一
月
、
宮
方
は
さ
ら
に
西
に
向
か
い
、
美

濃
国
「
青
野
原
（
現
・
岐
阜
県
大
垣
市
）
の
戦
い
」
で
足
利
方
を
破
る
。

　

し
か
し
、
京
都
の
足
利
尊
氏
は
高
師
泰
・
佐
々
木
道
誉
（
京
極
道
誉
）・
佐
々
木
氏
頼
（
六
角
氏
頼
）・

細
川
頼
春
ら
五
万
の
軍
勢
を
差
し
向
け
た
。
北
畠
勢
は
長
期
の
行
軍
と
度
重
な
る
戦
闘
で
疲
弊
し
て
い
た

の
で
、
新
手
の
足
利
勢
と
戦
う
力
は
無
く
、
伊
勢
・
伊
賀
国
を
経
て
吉
野
に
向
か
う
。
体
勢
を
立
て
直
し

て
高
師
直
が
率
い
る
足
利
勢
と
戦
っ
た
が
、
大
和
国
般
若
坂
で
敗
れ
た
北
畠
顕
家
は
、
五
月
、
和
泉
国
石

津
で
戦
死
し
た
（「
石
津
＝
現
・
大
阪
府
堺
市
＝
の
戦
い
」）。

　

義
良
親
王
一
行
は
奥
州
に
向
か
う

　
「
青
野
原
」
で
足
利
方
を
破
り
、
伊
勢
・
伊
賀
方
面
に
転
進
し
た
の
ち
、
義
良
親
王
は
大
和
の
吉
野
行

宮
に
入
る
。
一
方
、
こ
の
年
九
月
、
皇
子
た
ち
を
各
地
に
派
遣
し
て
南
朝
勢
力
の
結
集
に
努
め
て
い
た
父

　

新
田
義
貞
死
す

　

金
ヶ
崎
城
を
失
な
っ
た
義
貞
は
、
杣そ

ま

山や
ま

城
（
現
・
福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
）
を
拠
点
と
し
て
四
散
し
た

新
田
軍
を
糾
合
し
て
対
抗
し
、
弟
義
助
は
越
前
国
三
峯
城
（
現
・
福
井
県
鯖
江
市
）
を
拠
点
と
し
て
、
足

利
軍
を
牽
制
し
た
。

　

翌
、
延
元
三
年
／
建
武
五
年
（
１
３
３
８
）
閏
七
月
、
義
貞
は
越
前
国
藤
島
の
燈と

う

明み
ょ

寺う
じ

畷な
わ
てで

、
斯
波
高

経
の
軍
勢
と
交
戦
中
に
戦
死
す
る
。
南
朝
方
一
筋
に
転
戦
を
重
ね
た
末
の
最
期
で
あ
っ
た
（
戦
死
の
顛
末

は
『
太
平
記
』
に
詳
し
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
）。

　

南
朝
二
代
の
後
継
者
と
し
て
・
・
・

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
後
醍
醐
の
第
七
皇
子
、
義
良
親
王
は
、
建
武
の
新
政
が
始
ま
る
と
、
北
畠
父
子
に

奉
じ
ら
れ
て
奥
州
多
賀
城
へ
と
向
か
っ
た
。
建
武
元
年（
１
３
３
４
）五
月
、多
賀
城
で
親
王
と
な
り
、翌
年
、

足
利
尊
氏
が
新
政
か
ら
離
反
す
る
と
、
北
畠
親
子
と
と
も
に
尊
氏
討
伐
の
た
め
に
京
へ
引
き
返
す
。

　

都
と
奥
州
と
を
往
復
す
る

　

延
元
元
年
（
１
３
３
６
）（
延
元
の
乱
の
た
め
、
二
月
に
改
元
）
三
月
、
行
在
所
の
比
叡
山
で
元
服
し
、
三さ

ん

品ぽ
ん

（
品ほ

ん

位い

は
親
王
・
内
親
王
の
位
階
の
こ
と
、
三
品
は
三
位
）
陸
奥
太
守
に
叙
任
さ
れ
た
。
尊
氏
が
敗
れ
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八
月
に
は
父
天
皇
の
譲
位
を
受
け
て
践
祚
し
た
。

　

後
醍
醐
天
皇
は
崩
御
さ
れ
る

　

後
醍
醐
天
皇
は
劣
勢
を
覆
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
病
に
倒
れ
、
吉
野
金き

ん

輪り
ん

王の
う

寺じ

で
、
朝
敵
討
滅
・
京

都
奪
回
す
べ
し
、
と
遺
言
し
て
崩
御
さ
れ
た
。
享
年
五
十
二
才
（
満
五
十
才
）。

　

足
利
尊
氏
は
天
龍
寺
を
創
建
す
る

　

尊
氏
と
弟
・
直
義
は
、
崩
御
し
た
後
醍
醐
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
敵
味
方
の
立
場
を
超
え
て
天

龍
寺
の
創
建
を
決
意
す
る
。
し
か
し
、
成
立
し
て
間
も
な
い
足
利
政
権
は
、
財
政
的
に
逼
迫
し
た
状
況
に

あ
り
、
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
興
国
二
年
（
南
朝
）
／
曆
応
四
年
（
１
３
４
１
）
中
国
・
元
へ
の
貿
易
船
に
よ
っ
て
造
営
費

を
賄
う
こ
と
を
計
画
す
る
。

　

翌
、
興
国
三
年
／
康
永
元
年
（
曆
応
五
年
四
月
、
天
変
・
疫
病
に
よ
り
康
永
に
改
元
さ
れ
た
）
八
月
、
寺

社
の
造
営
と
修
復
・
増
築
の
費
用
を
獲
得
す
る
こ
と
を
名
目
と
し
た
寺
社
造
営
料
唐
船
、「
天
龍
寺
船
」

が
元
に
派
遣
さ
れ
た
。

天
皇
は
、
義
良
親
王
と
宗
良
親
王
と
を
、
北
畠
親
房
・
顕
信
（
顕
家
の
弟
）
に
奉
じ
さ
せ
て
、
三
た
び
奥

州
に
向
か
わ
せ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
伊
勢
国
大
湊
（
現
・
三
重
県
伊
勢
市
）
を
出
航
し
た
一
行
は
、
途
中
暴
風
に
遭
っ
て
離
散
し
、

親
王
の
船
は
伊
勢
に
漂
着
す
る
。
ま
た
宗
良
親
王
は
遠
江
国
（
現
・
静
岡
県
西
部
）
に
漂
着
し
、
北
畠
親

房
は
常
陸
に
上
陸
し
た
。
こ
こ
か
ら
親
房
は
南
朝
方
だ
っ
た
小
田
氏
を
頼
り
に
し
て
、
彼
の
居
城
、
小
田

城
（
現
・
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
に
移
り
、
東
国
の
勢
力
挽
回
を
図
る
。

　

こ
の
地
で
北
畠
親
房
は
、『
神
皇
正
統
記
』
を
執
筆
し
た
い
わ
れ
て
い
る
。
天
皇
と
公
家
が
日
本
国
を

統
治
し
て
武
士
を
統
率
す
る
こ
と
が
理
想
の
国
家
像
で
あ
る
と
し
て
、
歴
代
天
皇
の
事
績
を
述
べ
、
本
書

は
後
村
上
に
献
呈
さ
れ
た
。

　

尊
氏
は
征
夷
大
将
軍
に

　

延
元
三
年
（
南
朝
）
／
暦

り
ゃ
く

応お
う

（「
れ
き
お
う
」
と
も
）
元
年
（
北
朝
）（
１
３
３
８
）、
北
畠
顕
家
・
新
田
義

貞
ら
が
次
々
と
戦
死
し
、
北
朝
方
は
軍
事
的
に
圧
倒
的
な
優
位
に
立
つ
。
八
月
、
足
利
尊
氏
は
光
明
天
皇

か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　

譲
位
を
受
け
て
践
祚
す
る

　

一
方
、翌
、延
元
四
年
／
暦
応
二
年
（
１
３
３
９
）
三
月
、吉
野
に
戻
っ
た
義
良
親
王
は
皇
太
子
と
な
り
、
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天
龍
寺
船
の
派
遣

　

天
龍
寺
を
創
建
す
る
た
め
に
・
・
・

　

後
醍
醐
の
崩
御
に
際
し
て
、
そ
の
菩
提
を
弔
う
寺
院
の
建
立
を
強
く
勧
め
た
の
は
、
当
時
、
武
家
か
ら

も
尊
崇
を
受
け
て
い
た
禅
僧
・
夢
窓
疎
石
で
あ
っ
た
。

　

尊
氏
と
弟
・
直
義
は
、
天
龍
寺
の
創
建
を
決
意
し
て
、
当
初
は
安
芸
・
周
防
両
国
の
公
領
か
ら
の
収
入

を
そ
の
費
用
に
当
て
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し
、
成
立
し
て
間
も
な
い
足
利
政
権
は
財
政
が
逼
迫
し
て
い

た
た
め
、
中
国
・
元
へ
の
貿
易
船
に
よ
っ
て
莫
大
な
造
営
費
を
賄
う
こ
と
を
計
画
す
る
。

　

寺
社
造
営
料
唐
船
は
・
・
・

　

鎌
倉
幕
府
の
公
認
で
元
に
送
ら
れ
た
民
間
の
貿
易
船
で
、
社
寺
の
造
営
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
。
正
中
二
年
（
１
３
２
５
）
に
は
鎌
倉
の
建
長
寺
の
造
営
の
た
め
、「
建
長
寺
船
」
が
派
遣
さ
れ
、
そ

の
前
後
に
も
数
隻
が
送
ら
れ
て
い
た
。　

し
か
し
、
元
と
の
交
易
は
十
年
近
く
途
絶
え
て
い
た
の
で
、
貿

易
船
の
派
遣
は
大
き
な
賭
け
だ
っ
た
。

　

直
義
は
、日
元
貿
易
に
習
熟
し
て
い
た
博
多
商
人
・
至し

本ほ
ん

に
実
施
を
依
頼
し
、貿
易
の
結
果
に
関
わ
ら
ず
、

現
金
五
千
貫
文
の
納
入
を
約
束
さ
せ
た
（
こ
の
方
式
は
、
後
に
「
勘
合
貿
易
」
へ
と
展
開
さ
れ
た
）。
幕
府
が

商
船
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
代
わ
り
に
一
定
額
の
納
税
を
課
し
て
、
康
永
元
年
（
１
３
４
２
）
八
月
、「
天

龍
寺
船
」
は
元
に
渡
航
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
後
に
「
勘
合
貿
易
」
へ
と
展
開
さ
れ
た
。
予
定
通
り
翌
康

永
元
年
（
１
３
４
２
）
八
月
「
天
龍
寺
船
」
は
元
に
渡
航
し
た
。
十
月
、
明
州
に
入
港
し
た
船
は
、
果
た

し
て
海
賊
船
と
見
な
さ
れ
た
が
、
上
陸
を
許
さ
れ
、
交
易
に
成
功
す
る
。

　

沈
没
船
の
発
見

　

天
龍
寺
船
を
始
め
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
日
中
貿
易
を
考
察
す
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
資
料
が
発
見
さ

れ
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
（
１
９
７
６
）
韓
国
の
全
羅
南
道
新し

安な
ん

郡ぐ
ん

沖
の
海
底
か
ら
、大
量
の
荷
物
を
積
ん
だ
ジ
ャ

ン
ク
船
が
発
見
さ
れ
た
（
新
安
沈
船
）。
引
き
揚
げ
ら
れ
た
の
は
白
磁
、
青
磁
の
天
目
茶
碗
な
ど
お
よ
そ

一
万
八
千
点
に
お
よ
ぶ
陶
磁
器
や
、
約
�5
ト
ン
・
八
百
万
枚
も
の
銅
銭
、
そ
し
て
三
百
数
十
点
も
の
積
荷

木
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
船
は
東
福
寺
（
現
京
都
市
東
山
区
）
造
営
を
名
目
と
し
た
貿
易
唐
船
と
見

ら
れ
て
い
る
が
、
積
荷
木
簡
の
中
に
は
「
綱ご

う

司し

」（
交
易
船
長
の
意
）
と
い
う
字
を
記
す
も
の
が
百
点
も
あ

り
、
そ
の
多
く
は
「
綱
司
私
」
と
記
さ
れ
、
商
人
の
私
的
交
易
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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京
都
の
将
軍
居
宅
は
・
・
・

　

後
醍
醐
と
対
立
し
て
京
都
に
武
家
政
権
を
開
い
た
初
代
将
軍
・
足
利
尊
氏
は
、
北
朝
を
後
見
す
る
た
め

に
住
居
と
し
て
「
二
条
万ま

で

里の

小こ
う

路じ

第だ
い

」
を
構
え
た
。
そ
の
跡
地
（
現
・
京
都
の
「
お
御
池
通
り
」
の
北
、「
高

倉
通
り
」
の
西
、
中
京
区
高
倉
通
御
池
上
ル
東
側
に
所
在
）
に
は
、「
足
利
尊
氏
邸
・
等
持
寺
跡
」
の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。

　

尊
氏
は
、暦
応
四
年
（
１
３
４
１
）、こ
こ
に
足
利
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
「
等
持
寺
」
を
建
立
し
た
の
で
、

跡
地
の
碑
に
は
双
方
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

　

足
利
氏
の
菩
提
寺

　

尊
氏
は
、
そ
の
二
年
後
の
康
永
二
年
（
１
３
４
３
）
に
、
京
都
市
北
区

等
持
院
北
町
に
別
院
北
等
持
寺
を
建
立
し
た
。
尊
氏
の
死
後
、
こ
こ
に
は

墓
所
が
設
け
ら
れ
、「
等
持
院
」
と
改
称
さ
れ
る
。
の
ち
の
応
仁
の
乱
で

本
寺
が
焼
失
し
た
の
で
、別
院
だ
っ
た
現
在
の
等
持
院
は
本
寺
と
な
っ
た
。

そ
の
霊
光
殿
に
は
、
歴
代
の
足
利
将
軍
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

足利尊氏木像　京都市北区 等持院

　

天
龍
寺
は
、
大
覚
寺
統
（
亀
山
天
皇
の
系
統
）
の
離
宮
で
あ
っ
た
亀
山
殿
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
、
後
醍
醐

天
皇
七
回
忌
の
康
永
四
年
（1345

）、
落
慶
供
養
が
行
な
わ
れ
た
。
京
都
五
山
の
第
一
と
し
て
栄
え
、
広

大
な
寺
域
を
も
っ
て
い
る
が
、
何
度
も
の
火
災
に
よ
っ
て
当
時
の
建
物
は
全
て
失
わ
れ
、
方
丈
の
西
側
に
あ

る
夢
窓
疎
石
作
の
庭
園
（
特
別
名
勝
・
史
跡
）
に
の
み
創
建
当
初
の
面
影
が
窺
わ
れ
る
。

天 龍 寺 庭 園

　
　
海
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ク
船
は
・
・
・

　

耐
波
性
が
優
れ
た
木
造
の
帆
船
で
、
船
体
中
央
を
支
え

る
構
造
材
の
竜
骨
（
キ
ー
ル
）
が
無
く
、
船
体
は
多
数

の
隔
壁
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。

多
数
の
割
り
竹
を
横
方
向
に
挿

入
し
た
帆
は
横
風
に
対
し
て
安

定
性
が
良
く
、
突
風
の
時
で
も

素
早
く
帆
を
下
ろ
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
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「
福
海
興
国
禅
寺
」
の
創
建

　

康
永
三
年
（
１
３
４
４
）、尊
氏
は
、京
都
西
賀
茂
の
正
伝
寺
か
ら
、学
識
の
深
い
在
庵
圓
有
を
招
聘
し
て
、

現
・
神
戸
市
兵
庫
区
西
柳
原
町
に
、「
福
海
興
国
禅
寺
」
を
創
建
し
た
。
建
武
三
年
、
尊
氏
は
兵
庫
の
海

か
ら
九
州
に
落
ち
、
そ
の
後
ま
た
兵
庫
に
上
陸
し
、
幕
府
を
開
い
た
こ
と
か
ら
、
尊
氏
に
と
っ
て
兵
庫
の

海
は
「
福
の
海
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
、
こ
の
寺
の
名
称
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

直
義
の
三
条
坊
門
殿
は
・
・
・

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
尊
氏
は
京
都
の
中
京
区
高
倉
通
御
池
上
ル
に
邸
宅
を
構
え
た
が
、
弟
の
直
義
も
邸

宅
を
構
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
梅
松
論
』
の
記
述
で
は
、
す
で
に
建
武
三
年
（
１
３
３
６
）
に
は
所

在
し
て
い
た
）。「
三
条
坊
門
殿
」
と
い
い
、
尊
氏
の
邸
の
南
側
で
、
三
条
坊
門
（
今
の
御
池
通
り
）
に
面
し

て
い
た
（
な
お
、
尊
氏
の
「
二
条
万
里
小
路
第
」
も
、
三
条
坊
門
＝
今
の
御
池
通
り
＝
に
面
し
て
い
た
た
め
「
三

条
坊
門
第
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
紛
ら
わ
し
い
が
）。

　

足
利
政
権
に
お
い
て
、
尊
氏
は
政
務
を
直
義
に
任
せ
、
自
ら
は
軍
事
指
揮
権
と
恩
賞
権
を
握
っ
て
、
武

士
の
棟
梁
と
し
て
君
臨
し
た
。
尊
氏
は
統
治
権
的
支
配
権
を
所
管
す
る
が
、
政
務
の
大
半
を
直
義
に
委
任

し
た
の
で
、
直
義
は
副
将
軍
と
も
呼
ば
れ
、
両
頭
政
治
だ
っ
た
。
そ
こ
で
三
条
坊
門
殿
は
、
幕
府
の
中
心

機
能
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

直
義
邸
は
の
ち
に
・
・
・

　

貞
和
五
年
（
１
３
４
９
）、
失
脚
し
た
直
義
は
出
家
し
て
邸
を
明
け
渡
し
、
代
わ
り
鎌
倉
に
い
た
尊
氏

の
嫡
男
・
義
詮
が
父
の
命
で
京
都
に
戻
り
、
三
条
坊
門
殿
に
入
っ
た
。

　

し
か
し
、
観か

ん

応の
う

の
擾じ

ょ
う
ら
ん乱

で
直
義
は
敗
れ
、
三
条
坊
門
殿
は
文
和
元
年
（
１
３
５
２
）
二
月
、
京
都
に
攻

め
入
っ
た
南
朝
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
炎
上
し
た
。

　

幕
府
滅
亡
後
の
鎌
倉
は
・
・
・

　

関
東
執
事
の
任
命

　

元
弘
三
年
（
１
３
３
３
）
に
遡
る
，
後
醍
醐
の
新
政
が
始
ま
っ
た
翌
年
、
建
武
政
権
は
「
鎌
倉
将
軍
府
」

を
設
置
し
、
足
利
直
義
が
実
権
を
握
っ
た
。
建
武
二
年
（
１
３
３
５
）、
北
条
高
時
の
遺
児
北
条
時
行
が
鎌

倉
を
占
拠
し
た
（
中
先
代
の
乱
）
が
、
尊
氏
は
八
月
、
時
行
を
駆
逐
し
て
鎌
倉
に
入
っ
た
。
十
二
月
、
尊
氏
は

建
武
政
権
と
袂
を
分
か
っ
て
都
に
向
か
い
、
嫡
男
の
義よ

し

詮あ
き
ら（

の
ち
の
二
代
将
軍
）
を
鎌
倉
に
残
す
。

　

足
利
義
詮
の
母
は
、
鎌
倉
幕
府
最
後
の
執
権
・
北
条
守
時
の
妹
で
正
室
の
赤
橋
登
子
、
元
徳
二
年

（
１
３
３
０
）
六
月
の
生
ま
れ
だ
っ
た
の
で
、
尊
氏
は
、
幼
な
い
義
詮
を
補
佐
す
る
た
め
に
斯
波
家
長
を
関
東
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執
事
に
任
命
し
た
。
し
か
し
、
建
武
四
年
（
１
３
３
７
）、
北
朝
を
立
て
た
尊
氏
を
討
伐
す
る
た
め
、
南
朝
方

の
北
畠
顕
家
が
、大
軍
を
率
い
て
南
下
し
て
き
た
。
家
長
は
こ
れ
を
鎌
倉
で
迎
え
撃
ち
、敗
北
し
て
戦
死
す
る
。

　

翌
年
、
尊
氏
の
命
令
で
、
戦
死
し
た
斯
波
家
長
の
後
任
と
し
て
上
杉
憲の

り

顕あ
き

が
関
東
執
事
に
就
任
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
暦
応
二
年
（
１
３
３
９
）
に
、
尊
氏
の
側
近
、
高
師
直
の
従
兄
弟
に
当
た
る
高
師
冬
と
交
替
す
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
翌
、
曆
応
三
年
に
、
上
杉
憲
顕
は
再
び
関
東
執
事
に
復
帰
し
た
が
、
以
後
師
冬
と
の

二
人
制
を
取
る
事
に
な
る
。

　
「
山
内
上
杉
家
」
の
始
祖
と
し
て

　

上
杉
憲
顕
は
、
足
利
氏
の
関
東
支
配
の
中
心
に
位
置
し
て
、
関
東
上
杉
氏
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で

あ
る
。
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
の
母
清
子
は
父
方
の
叔
母
で
あ
り
、尊
氏
・
直
義
と
は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
り
、

直
義
と
は
同
い
年
だ
っ
た
。
父
親
の
上
杉
憲の

り

房ふ
さ

は
、鎌
倉
政
権
の
打
倒
に
貢
献
し
た
が
、建
武
三
年（
１
３
３
６
）

一
月
、京
都
四
条
河
原
の
戦
い
で
、南
朝
方
に
敗
れ
て
死
亡
、弟
の
憲
藤
も
延
元
三
年
／
暦
応
元
年
（
１
３
３
８
）

に
南
朝
方
の
北
畠
顕
家
と
戦
っ
て
亡
く
な
っ
た
た
め
、
一
家
の
後
継
者
と
な
る
。

　

上
杉
氏
は
元
々
公
家
で
あ
っ
た
が
、
武
家
の
足
利
氏
と
結
び
付
い
て
関
東
の
新
興
勢
力
と
な
り
、
従
兄
弟

の
上
杉
重し

げ

能よ
し

（
宅
間
上
杉
家
）
や
上
杉
朝と

も

定さ
だ

（
二
橋
上
杉
家
、
後
の
扇
谷
上
杉
家
）、
弟
の
憲の

り

藤ふ
じ

（
犬
懸
上
杉
家
）

な
ど
の
上
杉
諸
家
は
、
憲
顕
の
継
い
だ
「
山
内
上
杉
家
」
を
中
核
と
し
て
、
関
東
一
帯
で
勢
力
抗
争
を
展
開

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

南
北
朝
の
行
方
・
・
・

　

延
元
四
年
／
暦
応
二
年
（
１
３
３
９
）
八
月
に
即
位
し
た
南
朝
二
代
の
後
村
上
天
皇
は
、若
年
で
は
あ
っ

た
が
、
畿
内
の
寺
社
や
武
士
に
対
し
て
精
力
的
に
綸
旨
を
発
し
、
南
朝
の
安
寧
祈
願
や
所
領
安
堵
・
給
付
、

軍
勢
催
促
や
褒
賞
を
行
な
っ
た
。

　

ま
た
九
州
に
拠
点
を
つ
く
る

　

懐か
ね

良よ
し

親
王
（
１
３
２
９
？
〜
１
３
８
３
）
は
、
南
朝
の
将
軍
と
し
て
、
肥
後
国
隈わ

い

府ふ

（
現
・
熊
本
県
菊
池
市
）

を
拠
点
と
し
て
征
西
府
の
勢
力
を
広
げ
、
九
州
に
お
け
る
南
朝
方
の
全
盛
期
を
築
い
た
。

　

建
武
新
政
は
瓦
解
し
た
が
、
再
挙
を
図
る
べ
く
後
醍
醐
天
皇
は
、
ま
だ
幼
い
懐
良
親
王
を
征
西
大
将
軍

に
任
命
し
て
九
州
に
向
わ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
九
州
へ
の
下
向
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
延
元
元
年
／
建
武

三
年
（
１
３
３
６
）
と
も
、
暦
応
元
年
／
延
元
三
年
（
１
３
３
８
）
か
、
ま
た
は
そ
の
翌
年
か
、
と
す
る

諸
説
が
あ
る
。

　

親
王
は
五
条
頼
元
ら
に
補
佐
さ
れ
て
伊
予
国
忽く

つ

那な

島
（
現
・
愛
媛
県
松
山
市
忽
那
諸
島
）
に
渡
り
、
こ
の

地
の
宇
都
宮
貞
泰
や
瀬
戸
内
海
の
海
賊
衆
で
あ
る
熊
野
水
軍
の
援
助
を
得
て
三
年
も
滞
在
し
た
と
い
う
。
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薩
摩
に
上
陸
し
て
肥
後
に
向
か
う

　

懐
良
は
、
興
国
三
年
／
康
永
元
年
／
（
１
３
４
２
）
五
月
、
薩
摩
国
（
現
・
鹿
児
島
県
）
の
山
川
港
に
上

陸
す
る
と
、
谷
山
城
主
・
谷
山
隆
信
が
一
行
を
迎
え
た
。
こ
の
城
に
在
っ
て
、
北
朝
・
足
利
方
の
島
津
氏

と
対
峙
し
つ
つ
九
州
の
諸
豪
族
の
勧
誘
に
努
め
る
。
よ
う
や
く
肥
後
国
（
現
・
熊
本
県
）
の
菊
池
武
光
ら

を
味
方
に
つ
け
、
正
平
三
年
／
貞
和
四
年
（
１
３
４
８
）、
菊
池
氏
の
居
城
、
隈わ

い

府ふ

城
に
入
っ
て
征
西
府

を
開
き
、
九
州
攻
略
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
九
州
で
は
・
・
・

　

正
平
四
年
／
貞
和
五
年
（
１
３
４
９
）、
九
州
に
逃
れ
た
直
義
の
養
子
、
足
利
直た

だ

冬ふ
ゆ

は
、
筑
前
国
な
ど

の
守
護
職
の
少し

ょ

弐う
に

頼
尚
に
娘
を
娶
せ
て
擁
立
さ
れ
る
。
頼
尚
は
か
つ
て
、
筑
前
国
多
々
良
浜
の
戦
い
で
肥

後
の
菊
池
武
敏
ら
を
撃
破
し
、
京
都
を
目
指
し
た
尊
氏
に
従
っ
て
畿
内
ま
で
従
軍
し
、
恩
賞
と
し
て
筑
前
・

豊
前
・
肥
後
・
対
馬
国
な
ど
の
守
護
職
を
与
え
ら
れ
た
武
将
で
あ
る
。

　

足
利
尊
氏
が
京
都
奪
還
に
失
敗
し
て
九
州
に
落
ち
延
び
、
多
々
良
浜
の
戦
い
で
勝
利
し
て
東
上
し
た
さ

い
に
、
一
色
範の

り

氏う
じ

を
大
宰
府
に
残
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
以
後
足
利
方
の
拠
点
と
な
る
。

　

南
朝
方
の
懐
良
親
王
は
・
・
・

　

中
央
の
政
治
を
反
映
し
て
、
尊
氏
方
の
九
州
探
題
・
一
色
範
氏
と
、
九
州
に
勢
力
を
拡
大
し
た
足
利
直

冬
軍
と
も
対
立
し
た
南
朝
方
は
、
鼎
立
状
態
で
、
こ
れ
ら
の
勢
力
と
攻
防
を
繰
り
返
し
た
。

　

四し
じ

条ょ
う

畷な
わ
てで

高
師
直
に
敗
れ
・
・
・

　

一
方
、
正
平
三
年
一
月
、「
四
條
畷
（
現
・
大
阪
府
四
條
畷
市
・
大
東
市
）
の
戦
い
」
で
、
楠
木
正
成
の
子
、

楠
木
正
行
・
楠
木
正
時
兄
弟
は
、
圧
倒
的
な
兵
力
の
高
師
直
の
軍
に
敗
れ
、
兄
弟
は
自
決
す
る
。

　

勢
い
に
乗
っ
た
足
利
方
は
、
南
朝
の
本
拠
に
侵
入
し
て
吉
野
行
宮
（
現
・
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
）
を
焼

き
払
い
、
後
村
上
天
皇
は
賀あ

名の

生う

（
現
・
奈
良
県
五
條
市
西
吉
野
村
）
に
逃
れ
た
。
吉
野
宮
が
陥
落
し
て
、

南
朝
の
本
拠
の
衰
勢
は
覆
い
隠
せ
な
く
な
る
。

　

北
朝
三
代
の
天
皇
が
即
位
す
る

　

正
平
三
年
／
貞
和
四
年
（
１
３
４
８
）
に
光
厳
天
皇
の
第
一
皇
子
が
立
太
子
し
て
、
同
年
十
月
、
光
明

天
皇
か
ら
譲
位
さ
れ
、
北
朝
三
代
の
崇す

光こ
う

天
皇
が
即
位
、
光
厳
上
皇
が
院
政
を
敷
い
た
。

　

足
利
氏
の
二
元
的
な
体
制

　

初
期
の
足
利
政
権
で
は
、
家
宰
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
執
事
職
の
高
師
直
が
、
軍
事
指
揮
権
を
持
つ
将

軍
尊
氏
を
補
佐
す
る
一
方
、
尊
氏
の
弟
足
利
直
義
が
専
ら
政
務
を
担
当
す
る
二
元
的
な
体
制
を
執
っ
て
い
た
。

　

政
権
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
対
立
す
る
南
朝
と
北
朝
、
そ
れ
を
支
持
す
る
武
家
や
、
公
家
の
確
執
な
ど
に
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も
及
び
、
尊
氏
と
そ
の
家
宰
対
直
義
の
対
立
を
核
と
す
る
足
利
家
の
内
訌
（
内
紛
）
は
、
取
り
巻
く
武
士

た
ち
を
巻
き
込
ん
で
、
南
北
朝
の
均
衡
に
も
影
響
を
与
え
る
。

　

高
師
直
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
・
・
・

　

正
平
四
年
／
貞
和
五
年
（
１
３
４
９
）
閏
六
月
、
直
義
側
近
の
上
杉
重
能
・
畠
山
直た

だ

宗む
ね

ら
の
讒ざ

ん

言げ
ん

に
よ
っ

て
、
師
直
の
執
事
職
が
罷
免
さ
れ
る
。
解
任
さ
れ
た
師
直
は
、
八
月
、
師
泰
と
と
も
に
兄
弟
で
挙
兵
し
て

直
義
邸
を
襲
撃
す
る
。
さ
ら
に
直
義
が
逃
げ
込
ん
だ
尊
氏
邸
を
包
囲
し
、
尊
氏
に
対
し
て
直
義
ら
の
身
柄

引
き
渡
し
を
要
求
す
る
。
尊
氏
の
周
旋
に
よ
っ
て
和
議
を
結
ば
れ
た
が
、
直
義
を
出
家
さ
せ
て
引
退
へ
と

追
い
込
み
、
幕
府
内
に
お
け
る
直
義
ら
反
対
勢
力
を
一
掃
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
騒
動
は
師
直
と
尊
氏
の

示
し
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。

　

基も
と
氏う
じ
を
下
し
て
鎌
倉
府
を
強
化

　
そ
こ
で
尊
氏
は
、
十
一
月
、
直
義
の
業
務
を
継
ぐ
後
任
者
と
し
て
、
嫡
男
の
義
詮
を
鎌
倉
か
ら
京
都
に
移

す
。
軍
事
権
を
も
つ
次
期
将
軍
と
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
一
方
、
義
詮
の
後
任
と
し
て
、
同
毋
弟
の
基
氏

を
鎌
倉
に
下
し
、「
鎌
倉
公
方
」（
初
代
）
と
し
て
「
鎌
倉
府
」
を
機
能
さ
せ
た
。

　

基
氏
は
尊
氏
の
四
男
に
当
た
り
、
義
詮
の
同
毋
弟
で
あ
る
。
但
し
、
ま
だ
十
才
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、

上
杉
憲
顕
・
高
師も

ろ

冬ふ
ゆ

が
執
事
（
後
の
関
東
管
領
）
と
し
て
幼
い
基
氏
を
補
佐
し
た
。
高
師
冬
は
高
師
直
の

従
兄
弟
で
あ
る
。

　

鎌
倉
府
の
長
官
は

　
「
鎌
倉
公
方
」
は
、
征
夷
大
将
軍
が
関
東
十
ヶ
国
の
出
先
機
関
と
し
て
設
置
し
た
「
鎌
倉
府
」
の
長
官

に
当
り
、「
鎌
倉
御
所
」
ま
た
は
「
鎌
倉
殿
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
当
初
、
正
式
な
役
職
名
は
「
関
東
管
領
」

で
、
こ
れ
を
補
佐
す
る
た
め
に
任
命
さ
れ
た
の
が
「
執
事
」
職
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
執
事
家
が
力
を
得

て
関
東
管
領
と
な
っ
た
の
で
、
対
す
る
本
来
の
「
関
東
管
領
家
」
が
「
鎌
倉
公
方
」
と
な
っ
た
と
い
う
事

情
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

直
義
対
高
兄
弟
間
が
緊
迫
す
る

　

高
師
直
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
足
利
直
義
は
出
家
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
恵
源
と
号
し
た
が
、
十
二

月
、
か
つ
て
の
直
近
で
、
配
流
さ
れ
て
い
た
上
杉
重
能
・
畠
山
直
宗
が
、
師
直
の
配
下
に
暗
殺
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
両
者
間
の
緊
張
は
高
ま
っ
た
。

　

観
応
の
擾
乱

　

正
平
五
年
／
貞
和
六
年（
１
３
５
０
）の
二
月
に「
観
応
」に
改
元
さ
れ
る
。
尊
氏
自
身
の
子
で
あ
る
が
、

直
義
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
足
利
直
冬
は
西
国
で
足
場
を
築
い
た
が
、
尊
氏
に
従
わ
な
か
っ
た
。
直
冬
を

討
つ
た
め
、
尊
氏
が
中
国
地
方
に
遠
征
す
る
と
、
十
月
、
そ
の
留
守
に
乗
じ
た
直
義
は
、
京
都
を
脱
出
し
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て
大
和
に
入
り
、
高
師
直
・
師
泰
兄
弟
の
討
伐
を
呼
び
か
け
、
十
一
月
、
畠
山
国
清
ら
を
味
方
に
付
け
て

決
起
し
た
。
擾
乱
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

直
義
は
南
朝
方
に
・
・
・

　

十
二
月
に
東
国
で
は
、
関
東
執
事
を
務
め
て
い
た
上
杉
憲
顕
と
高
師
冬
と
が
互
い
に
争
い
、
憲
顕
は
師

冬
を
駆
逐
し
て
執
事
職
を
独
占
す
る
。
直
義
方
の
こ
う
し
た
動
き
の
た
め
に
、
尊
氏
は
、
直
冬
の
討
伐
を

止
め
て
備
後
か
ら
軍
を
返
し
、
高
兄
弟
も
加
わ
っ
た
。
北
朝
の
光
厳
上
皇
に
よ
る
直
義
追
討
令
が
出
さ
れ

る
と
、
直
義
は
一
転
し
て
そ
れ
ま
で
敵
対
し
て
い
た
南
朝
方
に
降
っ
て
対
抗
す
る
。

　

優
勢
だ
っ
た
直
義
軍
は
都
に
・
・
・

　

正
平
六
年
／
観
応
二
年
（
１
３
５
１
）
一
月
、
直
義
軍
は
京
都
に
進
撃
し
た
の
で
、
留
守
を
預
か
る
義

詮
は
備
前
の
尊
氏
の
下
に
落
ち
延
び
た
。
二
月
、
尊
氏
軍
は
京
都
を
目
指
し
た
が
、「
播
磨
光
明
寺
合
戦
」

及
び
「
摂
津
打
出
浜
（
現
・
兵
庫
県
芦
屋
市
）
の
戦
い
」
で
直
義
軍
に
相
次
い
で
敗
北
す
る
。
南
朝
方
を

含
む
直
義
の
優
勢
を
前
に
し
て
、尊
氏
は
直
義
と
の
和
議
を
図
っ
た
。
両
者
は
表
向
き
で
は
合
意
し
た
が
、

高
兄
弟
は
摂
津
か
ら
京
都
へ
の
護
送
中
に
、
待
ち
受
け
て
い
た
直
義
派
の
上
杉
能
憲
の
軍
勢
に
よ
っ
て
、

摂
津
武
庫
川
（
現
・
兵
庫
県
伊
丹
市
）
で
謀
殺
さ
れ
る
。

　

長
年
の
政
敵
を
排
し
た
直
義
は
義
詮
の
補
佐
と
し
て
政
務
に
復
帰
、
三
月
、
直
冬
は
直
義
の
求

め
に
応
じ
た
尊
氏
か
ら
北
朝
方
の
鎮
西
探
題
に
任
命
さ
れ
る
（
但
し
南
朝
方
は
、
興
国
七
年
／
貞
和

二
年
∧
１
３
４
６
∨
八
月
、
九
州
に
下
向
し
た
初
代
九
州
探
題
の
父
、
一
色
範の

り

氏う
じ

か
ら
譲
ら
れ
て
探
題
と

な
っ
た
直
氏
）。
し
か
し
、
直
冬
は
そ
の
後
南
朝
に
帰
伏
し
、
一
方
、
尊
氏
が
北
朝
を
立
て
直
し
た

た
め
、
一
色
直
氏
は
名
目
の
上
で
は
北
朝
方
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
探
題
の
立
場
は
逆
転
し
た
。 

　

直
義
は
再
び
尊
氏
に
抵
抗
す
る

　

尊
氏
に
対
す
る
直
義
の
立
場
は
好
転
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
以
前
と
は
変
わ
ら
ぬ
直
義
の
守
旧

的
な
政
治
は
現
実
に
即
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
、
と
の
批
判
は
高
ま
っ
て
、
尊
氏
派
に
宗
旨
を
替
え
る

武
将
が
続
出
し
た
。

　

尊
氏
と
の
反
目
は
再
び
、
つ
い
に
直
義
は
政
務
か
ら
引
退
す
る
こ
と
と
な
り
、
八
月
、
京
都
を
脱
し
て

北
陸
、
信
濃
を
経
、
鎌
倉
を
拠
点
と
し
て
反
尊
氏
勢
力
を
糾
合
す
る
。

　
「
正
平
の
一
統
」
は
・
・
・

　

直
義
は
関
東
・
北
陸
・
山
陰
を
抑
え
、
ま
た
西
国
で
は
直
冬
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
の
で
、
尊
氏
は

直
義
と
南
朝
と
の
分
断
を
図
る
。
直
義
・
直
冬
追
討
の
綸
旨
を
要
請
す
る
た
め
、
北
朝
が
保
持
し
て
い
た

三
種
の
神
器
を
南
朝
に
渡
し
、
政
権
を
返
上
す
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
て
、
南
朝
に
和
議
を
提
案
し
た
。

　

そ
の
年
十
月
、
尊
氏
は
綸
旨
を
得
、
こ
の
和
睦
に
よ
っ
て
南
朝
の
勅
使
が
入
京
し
て
、
十
一
月
、
北
朝
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の
崇
光
天
皇
や
皇
太
子
直
仁
親
王
は
廃
位
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
号
も
北
朝
の
「
観
応
二
年
」
が
廃
さ
れ

て
南
朝
の
「
正
平
六
年
」
に
統
一
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
正
平
一
統
」
と
呼
ぶ
（
後
に
足
利
義
満
に
よ
り
再

度
、
南
北
朝
統
一
が
図
ら
れ
、「
明
徳
の
和
約
」
と
い
い
、
正
平
一
統
に
合
わ
せ
て
「
元
中
一
統
」
と
呼
ば
れ
る
）。

十
二
月
に
は
神
器
が
南
朝
方
に
回
収
さ
れ
、
政
権
の
南
朝
側
へ
の
無
条
件
返
還
と
な
っ
た
。

　

南
朝
か
ら
追
討
令
が
・
・
・

　

吉
野
を
本
拠
と
す
る
南
朝
の
勢
力
は
復
活
す
る
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
南
朝
方
は
強
気
に
な
っ
た
た

め
和
議
は
破
談
と
な
り
、
再
び
尊
氏
は
弟
の
直
義
を
討
つ
事
態
へ
と
展
開
す
る
。

　

尊
氏
は
南
朝
と
和
睦
し
て
、
直
義
・
直
冬
追
討
令
を
得
た
。
そ
こ
で
義
詮
を
京
都
に
残
し
、
東
海
道
を

東
進
し
て
鎌
倉
に
向
か
う
。
一
方
、
京
都
を
八
月
に
脱
し
て
反
尊
氏
勢
力
を
糾
合
し
た
直
義
は
、
上
杉
憲

顕
ら
の
軍
勢
と
と
も
に
西
進
し
て
、
十
二
月
、
東
海
道
の
難
所
だ
っ
た
駿
河
国
薩さ

っ

埵た

峠
（
現
・
静
岡
県
静

岡
市
清
水
区
）、
相
模
国
早
川
尻
（
現
・
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
な
ど
で
激
し
く
戦
っ
た
。

　

決
戦
は
「
羽
根
倉
」
で
・
・
・

　

そ
の
こ
ろ
、
直
義
方
の
武
将
、
高こ

麗ま

経つ
ね

澄ず
み

が
突
然
尊
氏
方
に
寝
返
っ
て
、
武
州
鬼
窪
（
現
・
埼
玉
県
白

岡
町
）
で
兵
を
挙
げ
た
。
高
麗
氏
は
、
王
族
を
祖
先
と
す
る
渡
来
系
の
氏
族
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
有
力

な
武
蔵
国
の
武
士
団
と
な
っ
て
い
た
。
府
中
を
目
指
し
て
羽
根
倉
道
（
鎌
倉
街
道
の
上
道
と
中
道
を
繋
い
で

い
た
）
を
進
ん
だ
経
澄
は
、
羽
根
倉
橋
（
現
・
埼
玉
県
志
木
市
）
に
差
し
掛
か
る
と
、
迎
え
撃
っ
た
の
は
、

直
義
方
に
属
し
て
い
た
そ
の
地
の
武
将
、
難な

ん

波ば

田た

九
郎
三
郎
で
あ
る
。
こ
の
局
地
戦
で
は
激
し
い
戦
闘
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、難
波
田
勢
は
敗
北
し
、九
郎
三
郎
と
多
く
の
部
下
が
討
死
し
た（「
高
麗
経
澄
軍
忠
状
」

∧
現
・
埼
玉
県
日
高
市
の
町
田
氏
所
蔵
∨
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
）。
た
だ
し
、
そ
の
後
尊
氏
と
直
義
の
和

解
に
よ
っ
て
難
波
田
氏
は
復
活
し
て
、
再
び
こ
の
地
（
現
・
埼
玉
県
ふ
じ
み
市
）
で
繁
栄
す
る
。
一
方
の

高
麗
経
澄
は
、
さ
ら
に
各
地
を
転
戦
し
、
軍
功
を
上
げ
て
鎌
倉
に
入
っ
た
と
い
う
。

　

足
利
直
義
は
急
死

　

尊
氏
は
勝
利
し
て
、
翌
年
の
正
平
七
年
／
観
応
三
年
（
１
３
５
２
）
一
月
、
直
義
を
鎌
倉
に
追
い
込
ん

で
降
伏
さ
せ
た
。
浄
妙
寺
境
内
の
延
福
寺
に
幽
閉
さ
れ
た
直
義
は
、
二
月
に
急
死
す
る
（
病
死
と
さ
れ
て

い
る
が
、『
太
平
記
』
の
み
は
尊
氏
に
よ
る
毒
殺
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
享
年
四
十
七
才
）。
そ
の
後
擾
乱
は

終
息
に
向
か
っ
た
が
、
一
方
で
南
朝
の
激
し
い
攻
勢
は
続
い
た
の
で
、
目
は
離
せ
な
い
。

　

京
都
・
鎌
倉
は
南
朝
方
の
手
に

　

南
朝
方
は
、
京
都
と
鎌
倉
か
ら
北
朝
、
足
利
勢
力
の
一
掃
を
画
策
す
る
。

　

か
つ
て
義
長
親
王
を
奉
じ
て
陸
奥
将
軍
府
に
派
遣
さ
れ
た
北
畠
親
房
は
、
そ
の
こ
ろ
吉
野
に
在
り
、
彼

を
中
心
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。尊
氏
が
直
義
を
追
討
す
べ
く
関
東
に
向
か
っ
た
隙
を
突
く
こ
と
で
、
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同
年
二
月
、
京
都
を
奪
回
す
る
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
。

　

ま
ず
京
都
を
攻
撃
す
る
・
・
・

　

後
村
上
天
皇
は
賀
名
生
の
行
宮
を
発
し
、
河
内
国
東
条
（
現
・
大
阪
府
富
田
林
市
）
を
経
て
摂
津
国
住

吉
（
現
・
大
阪
市
住
吉
区
）
に
至
り
、
閏
二
月
十
九
日
、
山
城
国
男
山
（
現
・
京
都
府
八
幡
市
）
に
入
っ
た
。

楠
木
正ま

さ

儀の
り

（
正
成
の
三
男
）、
北
畠
顕あ

き

能よ
し

は
、「
七
条
大
宮
の
戦
い
」
で
足
利
義
詮
を
破
る
。
義
詮
は
近
江

に
逃
れ
た
の
で
、
南
朝
方
は
南
北
朝
分
裂
以
降
初
め
て
京
都
奪
還
に
成
功
し
、　

後
村
上
天
皇
は
、
北
朝

の
光
厳
、
光
明
、
崇
光
上
皇
、
直な

お

仁ひ
と

親
王
を
男
山
に
連
れ
去
っ
た
。

　

鎌
倉
に
向
か
っ
て
・
・
・

　

殆
ん
ど
同
時
期
の
こ
と
、。
南
朝
方
は
尊
氏
の
征
夷
大
将
軍
の
職
を
解
任
し
て
挙
兵
し
、鎌
倉
に
向
か
っ

て
進
軍
し
た
。
閏
二
月
十
五
日
、
新
田
義
貞
の
遺
児
、
新
田
義
興
・
義
宗
も
鎌
倉
奪
還
を
目
指
し
、
従
兄

弟
の
脇
屋
義
治
や
、
南
朝
に
降
伏
し
た
北
条
時
行
ら
と
相
携
え
、
上
野
国
で
挙
兵
し
た
。
ま
た
尊
氏
に
代

わ
っ
て
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
宗
良
親
王
も
信
濃
国
で
挙
兵
す
る
。

　

尊
氏
は
反
撃
に
転
じ
た
・
・
・

　

鎌
倉
に
在
っ
た
尊
氏
は
、
一
旦
武
蔵
国
ま
で
引
い
た
た
め
、
十
八
日
、
南
朝
軍
は
一
時
的
に
鎌
倉
を
奪

回
し
、
京
都
・
鎌
倉
の
双
方
を
支
配
下
に
置
い
た
。

　
「
武
蔵
野
合
戦
」
の
行
方
は
・
・
・

　

新
田
義
興
ら
南
朝
勢
が
鎌
倉
街
道
を
南
下
し
た
と
き
、
尊
氏
に
反
発
す
る
直
義
派
の
武
将
も
多
く
参
加

し
た
と
い
わ
れ
る
。
尊
氏
は
鎌
倉
を
出
て
、
十
七
日
に
は
武
蔵
国
狩
野
川
に
布
陣
し
、
迎
え
撃
つ
構
え
を

見
せ
る
。
新
田
義
興
は
閏
二
月
十
八
日
鎌
倉
に
入
り
、
十
九
日
関
戸
で
、
二
十
二
日
は
金
井
原
（
現
・
東

京
都
小
金
井
市
）・
人
見
原
（
現
・
東
京
都
府
中
市
）
で
足
利
勢
と
戦
い
、
合
戦
で
は
双
方
と
も
相
当
の
損

害
を
出
し
た
と
い
う
。

　

新
田
・
北
条
氏
ら
は
鎌
倉
に
入
っ
た
の
で
、
尊
氏
は
武
蔵
国
石
浜
（
現
・
東
京
都
台
東
区
か
、
た
だ
し
場

所
に
は
諸
説
あ
り
）
に
撤
退
し
、
勢
力
の
回
復
を
図
っ
た
が
、
二
十
三
日
、
新
田
義
宗
は
笛
吹
峠
（
現
・

埼
玉
県
鳩
山
町
嵐
山
町
境
）
に
陣
を
敷
き
、
宗
良
親
王
ら
の
信
濃
勢
や
、
元
・
直
義
派
だ
っ
た
上
杉
憲
顕

と
合
流
し
た
。

　

宗
良
親
王
は
信
濃
へ
逃
亡
す
る

　

二
十
八
日
、
足
利
勢
と
新
田
勢
は
、
高
麗
原
（
現
・
埼
玉
県
日
高
市
）・
入
間
河
原
（
現
・
埼
玉
県
狭
山
市
）・

小
手
指
原
（
現
・
埼
玉
県
所
沢
市
）
で
相
見
え
、
合
戦
で
は
足
利
勢
が
勝
利
、
敗
れ
た
義
宗
は
越
後
方
面
に
、

ま
た
宗
良
親
王
は
信
濃
方
面
に
落
ち
延
び
た
。

　

一
方
、
金
井
原
・
人
見
原
の
戦
い
の
後
に
南
朝
方
に
脱
出
し
て
い
た
新
田
義
興
ら
は
、
三
浦
氏
の
支
援
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を
受
け
て
再
び
鎌
倉
に
入
っ
た
が
、
義
宗
勢
の
敗
北
を
知
っ
て
三
月
二
日
に
は
鎌
倉
を
脱
出
し
て
相
模
国

河
村
城
（
現
・
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
山
北
町
）
に
立
て
籠
も
る
。
十
二
日
尊
氏
・
基
氏
は
鎌
倉
を
奪
還
し
、

敗
れ
た
新
田
義
興
と
脇
屋
義
治
は
越
後
に
逃
亡
す
る
。
北
条
時
行
は
鎌
倉
付
近
で
足
利
基
氏
の
手
の
者
に

捕
ら
え
ら
れ
、
翌
年
龍
ノ
口
で
処
刑
さ
れ
た
。

　

南
朝
方
は
鎌
倉
を
後
に
す
る

　

一
時
は
南
朝
方
が
京
都
・
鎌
倉
の
両
方
を
占
領
し
た
が
、
一
連
の
合
戦
に
よ
っ
て
、
関
東
で
は
短
期
間

に
鎮
圧
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
東
国
の
南
朝
方
お
よ
び
直
義
派
の
勢
力
は
衰
退
し
、
以
後
そ
れ
ら
の
勢
力

に
鎌
倉
が
渡
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

北
朝
二
代
・
後
光
厳
天
皇
即
位

　

こ
の
年
、
正
平
七
年
閏
二
月
、
南
朝
方
が
撤
退
す
る
と
き
三
上
皇
が
拉
致
さ
れ
た
た
め
、
北
朝
で
は
公

事
が
停
止
し
、
院
宣
を
発
す
る
治
天
の
君
や
三
種
の
神
器
も
無
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
で
足
利
義
詮
は
、

北
朝
再
建
の
た
め
に
要
請
し
て
、
八
月
、
光
厳
天
皇
の
第
二
皇
子
弥い

や

仁ひ
と

が
践
祚
し
、
後
光
厳
天
皇
と
し
て

即
位
す
る
。

　

尊
氏
は
鎌
倉
滞
在
を
延
長
し
て

　

上
方
で
の
南
朝
方
の
活
動
は
続
い
た
が
、
北
朝
は
劣
勢
を
脱
し
、
尊
氏
は
翌
年
七
月
ま
で
鎌
倉
に
滞
在

し
て
、
関
東
の
情
勢
を
鎮
め
る
こ
と
に
注
力
し
た
。
九
月
後
光
厳
天
皇
の
即
位
に
よ
る
代
始
改
元
で
、「
観

応
」
か
ら
文
和
（
ぶ
ん
な
、
ぶ
ん
わ
）
と
な
る
。

　

鎌
倉
公
方
と
そ
の
補
佐
は
・
・
・

　

鎌
倉
公
方
の
基
氏
を
補
佐
す
る
執
事
職
（
関
東
管
領
）
は
空
白
と
な
っ
て
い
た
が
、
正
平
八
年
／
文
和

二
年
（
１
３
５
３
）、
畠
山
国
清
が
任
命
さ
れ
（
在
任
：
１
３
５
３
〜
１
３
６
１
）、
以
後
足
利
基
氏
・
畠
山

国
清
の
体
制
で
鎌
倉
府
は
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
人
、
畠
山
国
清

　

畠
山
氏
は
足
利
氏
の
支
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
清
は
、
足
利
尊
氏
に
従
っ
て
、
建
武
の
新
政
が
瓦
解
し

て
離
反
し
た
後
の
南
朝
と
戦
っ
た
。
和
泉
、
紀
伊
お
よ
び
河
内
の
守
護
と
な
っ
て
畿
内
に
勢
力
を
広
げ
、

観
応
の
擾
乱
で
は
、
足
利
直
義
が
吉
野
の
南
朝
に
与
す
る
と
国
清
も
従
っ
た
が
、
後
に
尊
氏
方
に
付
き
、

武
蔵
野
合
戦
に
も
参
戦
し
て
い
る
。

　

畠
山
は
伊
豆
の
守
護
と
も
な
り
、
鎌
倉
府
を
武
蔵
入
間
郡
入
間
川
に
移
す
。
さ
ら
に
武
蔵
国
の
守
護

と
な
り
、
遠
縁
の
秩
父
氏
ら
武
蔵
平
一
揆
を
率
い
て
権
勢
を
振
る
う
。
な
お
正
平
十
三
年
／
延
文
三
年

（
１
３
５
８
）
に
は
、
南
朝
方
の
新
田
義
興
（
新
田
義
貞
の
次
男
、
二
十
八
才
）
を
多
摩
川
の
矢
口
渡
で
謀
殺

し
た
。
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入
間
川
御ご

陣じ
ん
に
移
る

　

正
平
八
年
、
鎌
倉
公
方
の
足
利
基
氏
は
宿
営
地
（「
入
間
川
御
所
」）
を
設
置
し
た
の
で
、
基
氏
は
「
入

間
川
殿
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
観
応
の
擾
乱
後
の
上
杉
氏
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
、
こ
の
地
に
移
さ
れ
た
鎌

倉
府
は
、
正
平
十
八
年
／
貞
治
二
年
（
１
３
６
３
）
ま
で
、
九
年
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
。

　

宇
都
宮
氏
を
支
援
す
る
た
め

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
尊
氏
は
駿
河
国
薩
埵
山
の
戦
い
で
弟
の
直
義
を
破
っ
て
関
東
を
奪
還
し
た
が
、
こ

の
合
戦
で
は
、
関
東
執
事
だ
っ
た
上
杉
憲
顕
が
直
義
方
と
し
て
戦
っ
た
。
尊
氏
は
、
上
杉
憲
顕
を
追
放
し

て
、
彼
が
守
護
を
務
め
て
い
た
上
野
・
越
後
は
下
野
の
宇
都
宮
氏
綱
に
与
え
ら
れ
る
。

　

氏
綱
は
、
下
野
国
宇
都
宮
氏
当
主
で
、
父
が
南
朝
側
に
仕
え
た
の
に
対
し
て
、
彼
は
足
利
尊
氏
の
家
臣

と
な
り
、
尊
氏
か
ら
偏
諱
（「
氏
」
の
字
）
の
授
与
を
受
け
て
「
氏
綱
」
と
名
乗
っ
た
。
尊
氏
の
下
で
武
功

を
挙
げ
、
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
の
家
臣
と
な
る
。

　

こ
の
時
期
の
鎌
倉
府
の
体
制
は
「
薩
埵
山
体
制
」
と
い
わ
れ
、
氏
綱
に
与
え
ら
れ
た
上
野
・
越
後
で
は
、

上
杉
氏
や
新
田
氏
の
支
持
者
が
新
守
護
に
反
抗
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
畠
山
国
清
は
、
入

間
川
と
鎌
倉
街
道
の
交
点
近
く
に
鎌
倉
府
の
機
能
を
移
転
さ
せ
、
基
氏
を
奉
じ
て
北
関
東
の
平
定
に
当
た

ろ
う
と
し
た
。

　

南
朝
の
後
村
上
天
皇
は
・
・
・

　

上
記
し
た
よ
う
に
、
正
平
七
年
／
観
応
三
年
（
１
３
５
２
）
閏
二
月
十
九
日
、
京
都
に
入
っ
て
足
利
義

詮
の
軍
を
破
り
、
南
北
朝
の
分
裂
後
、
十
七
年
振
り
に
京
都
を
奪
還
し
た
が
、
三
月
に
は
足
利
方
の
反
撃

に
遭
い
、
都
を
放
棄
し
て
山
城
国
男
山
に
立
て
籠
も
る
。
南
朝
軍
は
、
北
朝
の
光
厳
、
光
明
、
崇
光
上
皇
、

直
仁
親
王
を
男
山
に
拉
致
し
た
。
五
月
、
義
詮
軍
の
包
囲
か
ら
辛
う
じ
て
脱
出
し
た
後
村
上
天
皇
は
、
三

輪
社
・
宇
陀
を
経
て
、よ
う
や
く
賀
名
生
に
帰
還
す
る
。
ま
た
、北
朝
の
上
皇
た
ち
を
賀
名
生
に
連
行
し
た
。

　

正
平
八
年
／
文
和
二
年
（
１
３
５
３
）
六
月
、
南
朝
方
の
楠
木
正
儀
、
山
名
時
氏
ら
は
再
び
都
を
占
拠

し
た
が
、
維
持
で
き
ず
に
撤
退
す
る
。

　

動
乱
の
時
代
に
・
・
・

　

首
尾
一
貫
し
て
尊
氏
派
だ
っ
た
武
将
も
い
た
が
、
直
義
や
真
冬
に
与
し
、
あ
る
い
は
南
朝
方
に
移
る
な

ど
、離
反
と
帰
参
を
繰
返
す
守
護
大
名
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
正
平
九
年
／
文
和
三
年（
１
３
５
４
）五
月
、

直
義
の
養
子
、
直
冬
は
南
朝
に
帰
順
し
て
反
尊
氏
派
と
な
り
、
旧
直
義
派
や
南
朝
に
接
近
し
た
斯
波
氏
頼
、

桃
井
直
常
、
山
名
時
氏
、
大
内
弘
世
ら
に
支
援
さ
れ
、
軍
勢
を
率
い
て
九
州
か
ら
京
都
に
向
か
っ
た
。
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南
朝
方
は
行
宮
を
移
し
・
・
・

　

後
村
上
は
、
同
年
（
１
３
５
４
）
十
月
、
河
内
天
野
（
現
・
大
阪
府
河
内
長
野
市
天
野
町
）
に
移
り
、
金

剛
寺
を
行
宮
と
定
め
る
。
翌
年
の
正
平
十
年
／
文
和
四
年
（
１
３
５
５
）
の
一
月
に
は
、
南
朝
方
と
な
っ

た
直
冬
を
立
て
て
京
の
奪
還
を
目
指
し
た
が
、
尊
氏
・
義
詮
の
軍
に
敗
れ
た
。

　

真
冬
と
尊
氏
と
の
激
闘

　

正
平
十
年
／
文
和
四
年
（
１
３
５
５
）、
真
冬
は
南
朝
と
協
力
し
て
京
都
を
奪
還
し
、
山
名
氏
の
軍
勢

と
共
に
、
一
ヶ
月
余
り
に
わ
た
っ
て
、
尊
氏
、
義
詮
の
軍
勢
と
激
戦
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
主
力
の
一

角
だ
っ
た
山
名
勢
が
崩
壊
し
た
た
め
、
直
冬
方
は
破
れ
る
。
直
冬
は
洛
中
で
戦
っ
た
が
、
三
月
、
義
詮
、

尊
氏
勢
が
本
陣
に
突
撃
し
た
た
め
敗
走
し
た
。

　

こ
の
合
戦
で
は
、
足
利
政
権
の
守
護
大
名
、
佐
々
木
道ど

う

誉よ

と
赤
松
則の

り

祐す
け

（
そ
く
ゆ
う
、
と
も
）
の
補
佐

を
う
け
た
義
詮
の
活
躍
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
尊
氏
自
ら
が
率
い
た
軍
勢
が
直

冬
の
本
陣
に
突
撃
し
て
勝
利
し
た
。

　

佐
々
木
道
誉
は
の
ち
の
義
詮
政
権
下
で
政
所
執
事
を
務
め
、
執
事
（
後
の
管
領
）
の
任
免
権
を
握
り
、

事
実
上
幕
府
の
最
高
実
力
者
と
し
て
君
臨
す
る
。
一
方
の
赤
松
則
祐
は
、
正
平
十
六
年
に
南
朝
方
が
京
都

を
制
圧
し
た
と
き
、
義
詮
の
嫡
男
、
四
才
だ
っ
た
義
満
を
播
磨
白
旗
城
で
保
護
し
、
以
後
長
く
三
代
将
軍

の
信
頼
を
得
た
。

　

足
利
尊
氏
は
死
去
す
る

　

尊
氏
は
直
義
の
死
後
病
気
勝
ち
で
、
政
務
は
義
詮
を
中
心
に
執
ら
れ
て
い
た
。

　

尊
氏
は
正
平
十
三
年
／
延
文
三
年
（
１
３
５
８
）
四
月
三
十
日
、
京
都
二
条
万
里
小
路
第
（
現
在
の
京

都
市
下
京
区
）
に
て
、
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
享
年
五
十
四
才
。
直
冬
と
の
合
戦
で
受
け
た
矢
傷

に
よ
る
腫
れ
物
が
も
と
だ
と
い
う
。

　

尊
氏
は
文
人
だ
っ
た
・
・
・

　

そ
の
翌
年
（
１
３
５
９
）
の
こ
と
に
な
る
。
尊
氏
の
執
奏
（
取
り
次
い
で
奏
上
す
る
こ
と
）
に
よ
り
、
後

光
厳
天
皇
の
命
令
で
勅
撰
和
歌
集
「
新
千
載
和
歌
集
」
が
成
立
し
た
。

　

尊
氏
は
武
将
、
政
治
家
と
し
て
、
し
か
も
文
人
と
し
て
も
足
跡
を
残
し
、
勅
撰
集
の
武
家
に
よ
る
執
奏

と
い
う
先
例
を
打
ち
立
て
た
。
ま
た
勅
撰
に
准
ぜ
ら
れ
る
連
歌
集
の
「
菟つ

玖く

波ば

集
」
に
六
十
八
句
が
入
集

し
て
い
る
。
地
蔵
菩
薩
を
描
い
た
絵
画
な
ど
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
画
才
に
も
優
れ
た
人
物
だ
っ
た
。

＝
次
号
に
つ
づ
く
＝　
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

　

吉
野
行
宮
跡
地
の
今
昔

　

延
元
元
年
／
建
武
三
年
（�336

）
十
二
月
、
建
武
政
権
が
崩
壊
し
、
幽
閉
さ
れ
て
い
た
後
醍
醐
天
皇
は

京
都
を
脱
出
、
穴
生
を
経
由
し
て
吉き

っ

水す
い

院い
ん

に
入
る
。
数
日
後
近
く
の
金き

ん

峯ぶ

山せ
ん

寺じ
う

の
塔た

っ

頭ち
ゅ
う（

子
院
）・
実
城

寺
を
「
金き

ん

輪り
ん

王の
う

寺じ

」
と
改
名
し
て
行
宮
（
行
在
所
）
と
定
め
た
。
こ
こ
は
金
峯
山
な
ど
の
修
験
者
と
の
連

携
が
で
き
、
一
方
、
山
道
を
利
用
す
る
の
で
、
武
家
政
権
に
は
南
朝
側
の
掌
握
が
困
難
に
な
り
、
京
都
の

奪
還
を
目
指
す
上
で
要
に
な
る
土
地
だ
っ
た
。

　

だ
が
、後
醍
醐
天
皇
は
延
元
四
年
／
暦
応
二
年
（�33�

）
八
月
、こ
の
行
宮
で
後
村
上
天
皇
に
譲
位
し
、

直
後
に
崩
御
さ
れ
る
。
正
平
三
年
／
貞
和
四
年
（�348

）
一
月
、
高
師
直
が
率
い
る
足
利
軍
が
吉
野
に
侵

入
し
て
行
宮
を
焼
き
払
い
、
後
村
上
天
皇
は
賀
名
生
行
宮
に
移
る
。
そ
の
後
、
長
慶
天
皇
が
文
中
二
年
／

応
安
六
年
（�373

）
八
月
、
行
宮
を
吉
野
に
戻
し
た
が
、
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
天
授
五
年
／
康
暦

元
年
（�37�

）
九
月
に
は
行
宮
が
大
和
栄
山
寺
（
現
・
奈
良
県
五
條
市
）
に
移
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
吉
野
朝
」
と
も
称
さ
れ
る
南
朝
五
十
六
年
の
う
ち
、
吉
野
に
行
宮
が
置
か
れ
た
の
は
二
十
年
弱
だ
っ

た
よ
う
だ
。

　

後
醍
醐
天
皇
の「
金
輪
王
寺
」は
の
ち
に
廃
寺
と
な
り
、「
金

峯
山
寺
」
に
戻
る
。
行
在
所
の
跡
は
、
現
・
金
峯
山
寺
に
建

て
ら
れ
た
「
妙
法
殿
三
重
塔
」
の
辺
り
と
さ
れ
て
い
る
。

http://ryobo.fromnara.com/palace/p096-4.html

下
の
写
真
は
、
吉
野
行
宮
が
在
っ
た
吉
野
山

　

ほ
ぼ
中
央
に
金
峯
山
寺
の
本
堂
（
国
宝
・

蔵
王
堂
）
が
望
ま
れ
る
。
吉
野
山
を
含
む
「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
は
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。


